
	

フライタックルの目安 
	

● 春や秋の釣りの最盛期は風が強く吹く事が多いです。風に強いタックルかもしくは

２本、３本と用途に合わせて使い分けのスタイルが一番釣果が上がります。 

● 釣果にこだわる場合は、ワカサギが多い釧路川ですからストリーマーやイントゥル

ーダー等が振れるロッドと秋にはエッグフライをキャストできるルースニング用のロ

ッドがあると、釣果は上がります。 

 

ロッド 

● シングルハンドロッド ＃6〜10 

● ダブルハンドロッド ＃８〜10、11ft〜13ft 

風の強い日には有効ですがピンポイントで投げていく釣りになりますので技術を必

要とします。 

＃６〜７のロッドは30cm〜50cmのエゾイワナ（アメマス）が多いので楽しく釣るには

最適な選択ですが大物、特にイトウには厳しいです。幻を狙うには８番以上の番

手をお勧めします。番手が上がれば上がるほど大きなフライもキャスティングでき

ますし、万が一とんでもない大物がかかったとしてもキャッチできる確率は上がり

ます。幻を狙うには決してオーバータックルではありません。メーター半ばの夢が

ここにはあります。 

 

ラインやティップについて 

 基本的にやる気のある上を見ている魚を効果的にラン＆ガンで狙っていくと釣果

や大物にも繋がりますので表層から少し沈めたスタイルが効果的です。 

 しかし、臨機応変に対応できるように各シンクレートのシンクティップを接続でき

るシステムが良いでしょう。 

 いくらカヌーからの釣りとは言え、気持ち良くバックスペースをとれない場合もあ

りますので、各種スペイキャスト アンダーハンドキャスト スカジットキャストの出来

るシステムの方が有利です。 

  又、大物イトウ狙いであればティペットは４号以上をオススメします。万が一の場

合耐えられません。 

 

一生に一度出会えるかの巨大なイトウを選択ミスしたティペット強度でラインブレイ

クし、逃すのはやりきれません。 （エゾイワナの釣果にひっぱりやスイングの釣り

なら４号では影響は出ません。） 

	

フライについて 

シーズンに応じて、おすすめのフライをご案内します。お問合せフォームよりご確

認ください。	


